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－ 32 － 
ける生産旋回＝編成替えの基軸たる所の、軍事機構＝キイ産業の構成。基本構造」の「Ａ 分















労働力の型」（173 頁）の根拠統計年次は、「軍器工廠」・「火薬工廠」共に 1923 年のもの。つい
で、陸軍工廠との連繋下に同じく「第一範疇」の地位を与えられる「鉄道関係〔ダイヤグラム・
鉄道工場〕労働力の型」（176－177 頁）の根拠統計年次は、「ダイヤグラム」に示される「鉄道
従業員」のそれが 1925 年、「鉄道工場」のそれが 1928 年のもの。以上、労働力群の「最も規定
的」（171－172 頁）な「軍事工廠第一範疇」の労働力「編制」分析の根拠統計年次は、その全
てが 1923－28 年という一般的危機期に密集している。 
同様に、「キイ」労働力の「第二範疇」（179 頁）をなす「海軍工廠〔同＜＝海軍工廠＞・製
機工場〕労働力の型」（180 頁）の根拠統計年次も、「海軍工廠」のそれが例外として 1870 年で
ありつつも、「船渠」の中枢をなす「製機工場」のそれは 1930 年最新のもの。ついで、海軍工
廠との連繋下に同じく「第二範疇」の地位を与えられる「港湾海洋労働力〔港湾沖仕・下級船
員〕の型」（183－184 頁）の根拠統計年次もまた、「港湾沖仕」のそれが 1929 年、「下級船員」の
それが 1927 年のもの。以上、労働力群の「最も規定的」な「軍事工廠第二範疇」の労働力「編
制」分析の根拠統計年次も、例外的一表を除き、全てが 1927－30 年という一般的危機期、とく
にその「第三期＜＝『分析』「年表」では日本資本主義において 1927 年以降＞」に密集している。 
 ここに、山田氏が『分析』の課題とした「基本構造＝対抗・展望」の提示に当たり、「最も質

































－ 34 － 


























工数表」（131 頁）の根拠統計年次は 1909 年のもの。同じく海軍工廠との連繋下にある「汽機
汽罐」部門での「迫進」速度を示す、「製罐工〔原動機・艦船・車両製造工場のもの〕の構成＝





－ 35 － 
〔国営・民営〕職工数」（149 頁）の根拠統計年次は 1929 年のもの。製鉄機構との連繋下にあ




機械＝旋盤製作の職工数」（163－164 頁）の根拠統計年次は 1914－29 年のもの。当該部門の拡
がりを「制約」する「顛倒的矛盾」にもとづく当該部門の「脆弱性」（166 頁）を示す「金属工
業＝機械器具工業職工数の比重」（166－167 頁）の根拠統計年次は 1914 年のもの。当該部門の
国際的な「絶対的相対的」（167 頁）な「脆弱性」を示す「金属工業＝機械器具工業労働者数の







































工数表」（51 頁）の根拠統計年次は 1898－99 年のもの。 
ついで「衣料生産」部門中、「純粋日本型の特殊労役＜＝絞血＞制」（64 頁）的搾取関係を、
マニュファクチュアの形態下に成立させる「製糸業」での「興隆」を示す「製糸職工数表」（63
頁）の根拠統計年次は 1896－99 年のもの。 
さらには「衣料生産」部門中、「典型的」（74 頁）な「植民地以下」的「労働賃銀」と「肉体消
磨的な徹夜業」の「労働条件」（46－47 頁）からなる搾取関係を、大工業の形態下に成立させる










































ている。（『日本資本主義発達史講座』刊行開始 80 周年‐2012 年 8 月 31 日脱稿） 




















































－ 39 － 
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